
500 500 

1 mm1 mm
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57のエビデンス（薄片観察結果）（2/2）



最新活動面認定根拠（H27-B-3 深度26.70～26.90m）

コア写真

26 27

青枠部拡大
0 5 cm

・細粒部を伴い最も直線的であることから，深度26.71mのせん断面を最新活動面に認定した。

最新活動面

凡例

凡例

※：写真上は白色で記載

破砕部範囲※
最新活動面
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58のエビデンス（最新活動面）
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58のエビデンス（ガウジ幅）
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59のエビデンス（破砕幅）
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60のエビデンス
（明瞭なせん断構造・変形構造）



 NS71 W

 0
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61のエビデンス（薄片観察結果）（1/2）青枠：修正箇所



500 500 

1 mm1 mm
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61のエビデンス（薄片観察結果）（2/2）



 N2 W36 W

 30
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62のエビデンス（薄片観察結果）（1/2）青枠：修正箇所



200 200 

500 500 
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62のエビデンス（薄片観察結果）（2/2）



ボアホールカメラ展開画像との対比結果（H27-B-3 深度76.59～76.89m）

BHTV展開画像

・ H27-B-3孔 深度76.59～76.89mの破砕部は，最新活動面（深度76.59m）に対応するトレース線が確認できないため，破砕部内で似た
姿勢の割れ目（N8°E38°W）から最新活動面の走向・傾斜を復元した。

コア写真

・最新活動面
最新活動面（深度
76.59m）に対応するト
レース線が確認できな
いため，破砕部内で似
た姿勢の割れ目から最
新活動面の走向・傾斜
を復元した。

76

77

凡例

※：写真上は白色で記載

破砕部範囲※

最新活動面

33°

47°

最新活動⾯

N8°E38°Wの割れ⽬

⾯の最⼤傾斜⽅向

⾯の最⼤傾斜⽅向

40°

コア写真（再撮影）
76

77

N8°E38°Wの割れ目

4-166

64のエビデンス
（走向・傾斜）(1/3)



N8 ° E38 ° W(既知)

N42° E14 ° W

H27-B-3孔 深度76.59m の最新活動面の走向・傾斜
・ H27-B-3孔 深度76.59～76.89mの破砕部の最新活動面の走向・傾斜を，走向・傾斜が既知の割れ目の姿勢から復元を行った。
・走向・傾斜が既知の割れ目（ N8°E38°W ）を，最新活動面の見掛けの傾斜角の差14°，最大傾斜方向のなす角40°回転し，最新活
動面の走向・傾斜N42°E14°Wを推定した。

4-167

64のエビデンス
（走向・傾斜）(2/3)



B-3孔

・ H27-B-3孔 深度76.59～76.89mの破砕部の最新活動面の走向・傾斜を，走向・傾斜が既知の割れ目の姿勢から復元を行った。
・走向・傾斜が既知の割れ目（ N8°E38°W ）を，最新活動面の見掛けの傾斜角の差14°，最大傾斜方向のなす角40°回転し，最新活
動面の走向・傾斜N42°E14°Wを推定した。

N8 ° E38 ° W(既知)

N42 ° E14 °W

H27-B-3孔 深度76.59m の最新活動面の走向・傾斜
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64のエビデンス
（走向・傾斜）(3/3)
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64のエビデンス（条線）



 N42 E14 W

 7
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64のエビデンス（変位センス）（1/2）青枠：変位センスに関する部分 緑枠：修正箇所



500 500 

1 mm1 mm
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64のエビデンス（変位センス）（2/2）緑枠：修正箇所



4-172

65のエビデンス（条線）



最新活動面認定根拠（H27-B-3 深度119.11～119.25m）

コア写真

119 120

青枠部拡大

・細粒部を伴い最も直線的であることから，深度119.18mのせん断面を最新活動面に認定した。

最新活動面

凡例

凡例

※：写真上は白色で記載

破砕部範囲※
最新活動面

0 5 cm
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66のエビデンス（最新活動面）
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68のエビデンス（破砕幅）
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69のエビデンス（破砕幅）



最新活動面認定根拠（H27-B-4 深度65.59～65.72m）

コア写真

65 66

0 5 cm
青枠部拡大

・細粒部を伴い最も直線的であることから，深度65.65mのせん断面を最新活動面に認定した。

最新活動面

凡例

凡例

※：写真上は白色で記載

破砕部範囲※
最新活動面
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70のエビデンス（最新活動面）



4-177

70のエビデンス（走向・傾斜）
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71のエビデンス（走向・傾斜）
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71のエビデンス（条線）
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72のエビデンス（ガウジ幅）



余白

4-181
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修正前
73（薄片観察結果）

修正箇所：橙色枠



D-1トレンチLカットピット K断層（1/2）

・D-1トレンチLカットピットから採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，逆断層成分が卓越する。

・最新活動ゾーンには，断層ガウジとカタクレーサイトの特徴が認められるが，カタクレーサイトの特徴は，カタクレーサイトが断層ガウジに取り込まれたものと考えら

れることから断層ガウジと判断した。

（断層ガウジ）せん断構造に伴う粘土鉱物の定向配列が認められる。

（断層ガウジ）基質は粘土鉱物を主体とする。

（断層ガウジ）粘土状部は帯状で直線的である。

（カタクレーサイト）角ばった堆積物片が多い。

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

• 走向・傾斜：N13°W76°W

• レイク角：80°南傾斜

シュミットネット（下半球投影）

薄片の作製方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

ブロックサンプル

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

最新活動ゾーン
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修正後
73（薄片観察結果）：R1，P面の位置の誤りを修正（橙色枠内）
　　　　　　　　　　ブロックサンプルの最新活動面を示す矢印は
　　　　　　　　　　令和3年7月16日提出資料で修正済み（緑枠）　　
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修正前73（スケッチ）
修正箇所：橙色枠



89

• Lカットピットのスケッチを以下に示す。
• Lカットピットでは，K断層は基盤岩と堆積物（②層）とを境している。
• 最新活動面の条線方向を確認した結果，縦ずれ成分が卓越する。また，最新活動面の薄片観察による変位センスは逆断層センスであ

る。（次頁参照）

K断層の性状（Lカットピット）

Ｋ断層の最新活動面に関するデータの計測箇所について
性状一覧表に記載した走向・傾斜，条線方向：

全ての観察面について，断層面のトレンドを示す代表的な箇所で計測。一連の断層面については，複数計測した平均値を記載。（ただし，Ｌカットピット
については，走向・傾斜が断層面のトレンドを示す範囲が狭いことから1箇所とした。1‐1ピット北面，南面，底盤については各観察面の平均値とした。）

性状一覧表に記載した断層ガウジ・断層角礫の幅：
岩盤中の断層ガウジ・断層角礫について，平均的な幅を示す箇所で計測。

スケッチに記載したデータ：
上記に限らず走向・傾斜，条線方向及び断層ガウジ・断層角礫の幅を計測可能な出来るだけ多くの箇所で計測。

走向・傾斜，条線方向計測箇所（１箇所）
※青枠は性状一覧表に記載したデータの計測箇所

作成日：2022年7月5日

第833回審査会合
資料１ 修正

調査位置図

観察面
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73（スケッチ）：最新版に修正（地層境界の見直し）（橙色枠） 修正後
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73（スケッチ）のエビデンス（1/7）青枠：地層境界に関する部分



4-187

73（スケッチ）のエビデンス（2/7）
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73（スケッチ）のエビデンス（3/7）青枠：地層境界に関する部分
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73（スケッチ）のエビデンス（4/7）
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73（スケッチ）のエビデンス（5/7）青枠：地層境界に関する部分
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73（スケッチ）のエビデンス（6/7）
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73（スケッチ）のエビデンス（7/7）



余白

4-193



4-194

修正前

74（地質平面図）

修正箇所：橙色枠



104

• D-1トレンチにおけるK断層の分布を地質断面図に示した。

• D-1トレンチ内においては，K断層は北西法面からふげん道路ピットの中央付近に至る区間において，連続して認められる（断面K，断

面A，断面C，断面F及び断面I)。

D-1トレンチ断面図（断面位置図)
第833回審査会合

資料１ 修正
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修正後74：2-1ピット底盤を掘り込み後の形状に修正
　　　ボーリング孔H24-H-2の向きと長さを修正
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修正前74（Ｋ断層確認ボーリング孔の位置図）　
修正箇所：橙色枠




